
反
則
負
け
を
決
定
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
げ
を
つ
か
ん

だ
時
に
相
撲
を
止
め
ら
れ
、

負
け
を
告
げ
ら
れ
た
と
し
て

も
、
逸
ノ
城
は
納
得
で
き
た

ろ
う
。
ど
う
も
今
場
所
に
限

ら
ず
、
最
近
の
審
判
部
は
昔

の
審
判
部
に
比
べ
て
も
見
劣

り
を
感
じ
て
し
ま
う
。
私
の

頃
は
花
の
審
判
部
と
言
わ
れ

た
も
の
だ
が
、
情
け
な
い
時

代
に
な
っ
た
も
の
だ
」
と
綴

っ
た
。

舞
の
海
氏
や
北
の
富
士
氏

の
よ
う
に
言
う
べ
き
こ
と
は

信
念
を
も
っ
て
言
う
べ
き
で

あ
り
、
こ
れ
が
言
え
る
か
ら

こ
そ
相
撲
は
面
白
い
。
座
布

団
を
投
げ
（
禁
止
事
項
）
を

含
め
て
、
相
撲
は
我
々
と
共

に
生
き
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
皆

が
自
由
闊
達
に
意
見
の
言
え

る
場
を
創
っ
て
い
く
大
切
さ

を
強
く
感
じ
た
。
官
で
も
、

民
で
も
、
官
民
合
同
で
も
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

後
日
談
：
白
鳳
が
去
っ
た

11
月
場
所
は
照
ノ
富
士
が
全

勝
優
勝
を
果
た
し
た
。
新
横

綱
場
所
か
ら
の
連
覇
は
大
鵬

以
来
59
年
ぶ
り
史
上
２
人
目

で
あ
る
。
千
秋
楽
の
優
勝
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
照
ノ
富
士

は
、
館
内
に
い
る
四
方
向
の

観
客
、
お
よ
び
画
面
越
し
の

視
聴
者
に
向
け
お
辞
儀
し

「
久
し
ぶ
り
の
九
州
場
所
な

の
で
、
開
催
で
き
る
こ
と
を

あ
り
が
た
く
思
っ
て
、
土
俵

に
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
は
そ
ん
な
に
才
能
あ
る
力

士
で
は
な
い
の
で
、
い
ろ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
の
こ
と

を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
だ

け
で
す
。
で
か
い
体
を
正
面

で
ぶ
つ
け
て
、
相
手
を
受
け

止
め
て
や
っ
て
い
く
。
そ
う

い
う
感
覚
で
ず
っ
と
や
っ
て

い
ま
す
。
昔
か
ら
こ
の
相
撲

を
理
想
に
捉
え
て
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。
理
想
の
１
０
０

％
に
な
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら

も
な
い
と
は
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
も
、
１
０
０
％
に

近
い
相
撲
を
取
っ
て
い
き
た

い
。
一
生
懸
命
や
っ
て
い
き

ま
す
。」と
謙
虚
に
答
え
た
。

そ
の
様
子
を
解
説
の
舞
の
海

氏
も
北
の
富
士
氏
も
相
撲
フ

ァ
ン
も
静
か
に
う
な
ず
き
な

が
ら
聞
い
て
い
た
。

ど
ん
底
を
生
き
抜
い
た
照

ノ
富
士
の
取
組
み
は
、
た
だ

相
手
を
打
ち
負
か
す
相
撲
で

は
な
く
、
己
に
克
つ
、
人
を

育
て
る
相
撲
、
と
い
う
人
々

が
望
ん
で
い
る
相
撲
道
へ
と

昇
華
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感

じ
た
。

な
さ
れ
て
い
る
。
な
に
よ
り

も
個
情
委
事
務
局
は
我
々
及

び
関
係
の
団
体
の
会
議
に
快

く
参
加
い
た
だ
け
る
。
Ｈ
Ｐ

を
拝
見
し
な
が
ら
、
そ
の
軌

跡
は
市
民
と
共
に
生
き
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ひ
と
つ
の
良
き
実

践
例
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
拝
察
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
緊
急
会
議

朝
日
新
聞
の
「
顔
認
識
、

求
め
ら
れ
る
ル
ー
ル
」
が
掲

載
さ
れ
た
翌
日
の
夕
方
、
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｓ
で
は
画
像
関
係
者
18

名
が
緊
急
会
議
を
行
っ
た
。

新
し
い
会
員
も
含
め
参
加
者

全
員
が
各
社
の
考
え
や
関
連

情
報
は
発
表
し
、
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ

画
像
利
用
基
本
方
針
案
を
確

認
し
た
。

《
画
像
利
用
基
本
方
針
》

顔
認
証
技
術
は
民
主
的
利

用
を
基
底
と
し
、
画
像
技
術

の
安
全
利
用
と
普
及
を
目
指

す
～
防
犯
民
主
主
義
の
実
現

に
向
け
て
～

《
利
用
に
向
け
て
の
安
全
措

置
》認

定
個
人
情
報
保
護
団
体

と
し
て
個
情
委
や
他
団
体
と

の
連
携
強
化
（
情
報
公
開
の

推
進
含
む
）

推
奨
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
制

度
・
マ
ス
ク
対
応
プ
ラ
ス
→

Ｐ
Ｉ
Ａ
化
サ
ポ
ー
ト

科
学
保
安
（
目
的
は
画
像

の
安
全
利
用
と
警
備
力
Ｕ

Ｐ
）
→
定
着
化

各
画
像
関
係
の
冊
子
の
利

用
→
法
改
正
に
合
わ
せ
見
直

し
来
年
３
月
実
施
の
機
器
市

場
規
模
調
査
に
安
全
管
理
措

置
項
目
を
含
め
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

冒
頭
の
話
に
戻
る
が
、
当

日
ラ
ジ
オ
解
説
を
務
め
た
北

の
富
士
氏
が
自
身
の
コ
ラ
ム

で
「
逸
ノ
城
が
ま
げ
を
つ
か

ん
だ
時
点
で
勝
負
を
止
め
て

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
の
情

報
収
集
な
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
日
々
変

化
す
る
た
め
、
前
述
の
消
費

者
の
意
識
調
査
等
の
取
組
み

だ
け
で
は
な
く
、
国
内
外
の

法
制
度
の
動
向
や
業
界
団
体

と
の
情
報
交
換
、
社
会
や
世

論
な
ど
の
最
新
動
向
を
継
続

的
に
入
手
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
特
に
、
個
情
委
の 

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
、
個
人

情
報
保
護
法
、
関
連
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
Ｑ
＆
Ａ
な

ど
、
関
連
す
る
情
報
の
発
信

が
行
わ
れ
て
い
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス
ク
の

把
握
や
対
応
策
の
検
討
に
つ

い
て
、
業
界
で
の
対
応
や
業

界
横
断
で
の
対
応
が
必
要

で
、
個
社
で
の
対
応
・
検
討

で
は
困
難
な
場
合
に
は
、
業

界
団
体
、
政
府
、
官
民
で
運

営
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
な
ど
を
中
核
と
し
て
、

有
識
者
を
集
め
、
そ
の
適
切

な
対
応
や
配
慮
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
検
討
し
、
結
果
を

公
表
し
て
い
く
な
ど
の
取
組

み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
万
防

機
構
が
取
り
組
ん
で
い
る
渋

谷
書
店
万
引
対
策
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、
実

施
前
か
ら
定
期
的
に
報
告
書

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
検
証
委
員
か
ら
の
総
括

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
し
っ
か

り
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

https://www.manbouki
kou.jp/shibuyaprj/

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

個
情
委
の
Ｈ
Ｐ
の
「
広

報
・
お
知
ら
せ  

意
見
募

集
」
に
は
、
市
民
等
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
パ
ブ
コ
メ
の
内
容

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
委
員

会
や
制
度
の
見
直
し
に
関
す

る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
な
ど
の

ペ
ー
ジ
に
は
議
事
内
容
が
あ

り
、
世
界
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
会

議
（
Ｇ
Ｐ
Ａ
）
結
果
報
告
な

ど
の
世
界
動
向
も
確
認
で
き

る
。
各
会
議
に
は
消
費
者
団

体
の
方
々
が
委
員
と
し
て
参

加
さ
れ
、
民
主
的
な
運
営
が

を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
消

費
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。

そ
の
た
め
直
近
で
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
に
係
る
企

業
の
方
針
や
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
を
利
活
用
し
た
新
規

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
方

針
・
内
容
な
ど
を
、実
施
前
に

社
会
へ
公
表
す
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
き
た
。
消
費
者
か
ら

の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
付
け
、

検
討
・
反
映
し
て
か
ら
実
際

に
施
行
し
、
事
業
開
始
し
て

い
く
と
い
う
取
組
み
も
、
消

費
者
・
社
会
と
の
信
頼
関
係

を
構
築
し
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
と
し

て
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。

■
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ンプ

ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
は
消

費
者
だ
け
で
は
な
く
、
各
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係

構
築
が
欠
か
せ
な
い
。

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
新

た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
す
る
企
業
が
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
問
題
に

つ
い
て
能
動
的
に
取
組
み
、

ひ
い
て
は
新
た
な
事
業
の
円

滑
な
実
施
に
不
可
欠
で
あ
る

信
頼
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

■
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
は
、
消
費
者
と
の
継
続

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
消

費
者
や
社
会
の
受
け
止
め
の

変
化
な
ど
を
常
に
把
握
す
る

と
と
も
に
、
企
業
が
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
、
い
か
に
能
動
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
、
実
際
の

問
題
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場

合
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
消
費
者
に
対
し
て
積
極

的
に
、
分
か
り
や
す
く
説
明

活
用
す
る
分
野
に
お
い
て

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
に
よ
る
社
会
課
題
の
解
決

と
と
も
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
へ
の
要
請
が
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
要
請
に
対
し
、

企
業
は
、
消
費
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
可
能
な
限
り
守
る

こ
と
、
そ
の
姿
勢
を
貫
く
こ

と
に
よ
り
、
消
費
者
か
ら
の

信
頼
の
獲
得
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
け
る
優
位
性
を
も
た
ら
し

う
る
。

ル
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
お
い

て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配

慮
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
は
不

可
欠
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

実
践
に
あ
た
っ
て
、
参
考
と

な
る
具
体
的
事
例
が
更
新
さ

れ
た
。

https://www.meti.go.jp/
policy/it_policy/privacy/
guidebook11.pdf

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
利

報
、
個
人
デ
ー
タ
、
保
有
個

人
デ
ー
タ
の
区
分
に
合
わ
せ

て
整
理
し
て
お
く
と
理
解
し

や
す
い
。
個
情
委
事
務
局
か

ら
先
日
い
た
だ
い
た
デ
ー
タ

か
ら
抜
粋
し
紹
介
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
バ

ナ
ン
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

Ｖ
ｅ
ｒ
１
・
１

２
０
２
１
年
７
月
に
経
済

産
業
省
、
総
務
省
は
、「
Ｄ
Ｘ

時
代
に
お
け
る
企
業
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
ガ
バ
ナ
ン
ス
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
Ｖ
ｅ
ｒ
１
・
１
」

を
策
定
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化

の
加
速
に
よ
り
、
パ
ー
ソ
ナ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

さ
ら
に
２
０
２
０
年
６
月

に
「
個
情
法
の
改
正
」
が
公

布
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
法
の

施
行
期
日
は
、
２
０
２
２
年

４
月
１
日
と
さ
れ
て
お
り
、

予
定
通
り
に
進
め
ば
あ
と
約

半
年
で
施
行
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
ひ

と
つ
の
解
説
は
紙
面
上
の
制

約
に
よ
り
割
愛
す
る
が
、
表

に
す
る
と
左
記
の
通
り
で
あ

る
。

https://www.ppc.go.jp/fi
les/pdf/200612_gaiyou.
pdf

我
々
事
業
者
が
守
る
べ
き

４
つ
の
ル
ー
ル
は
、
個
人
情

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
個
人

的
に
は
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
表

現
は
机
上
の
概
念
の
よ
う
な

気
が
す
る
の
で
、
個
人
的
に

は
「
対
話
を
通
じ
て
の
両
立

性
」
と
い
う
表
現
の
方
が
、

こ
の
法
律
に
は
似
合
う
よ
う

な
気
が
し
て
い
る
。

き
に
ん
」
だ
そ
う
で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

個
情
法
は
、
平
成
15
年
に

制
定
（
平
成
17
年
全
面
施

行
）
さ
れ
た
。
平
成
27
年
に

改
正
が
行
わ
れ
、
平
成
29
年

５
月
30
日
に
全
面
施
行
さ
れ

た
。
特
に
、
平
成
27
年
改
正

法
に
お
い
て
は
、
情
報
通
信

技
術
の
進
展
が
著
し
い
こ
と

等
か
ら
、
３
年
ご
と
の
見
直

し
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

個
人
情
報
保
護
委
員
会

（
以
下
、
個
情
委
）
は
、
日

本
の
行
政
機
関
の
一
つ
で
あ

る
。
内
閣
府
の
外
局
と
し

て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
所
轄

に
属
す
る
行
政
委
員
会
で
あ

る
。個

人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
（
平
成
15
年
法
律
第 

57
号
）に
基
づ
き
、平
成
28
年

１
月
１
日
に
設
置
さ
れ
た
。

私
は
１
月
６
日
に
出
来
た
て

の
個
情
委
事
務
局
に
初
め
て

挨
拶
に
お
伺
い
し
た
。
そ
れ

か
ら
と
い
う
も
の
継
続
的
に

親
身
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

個
情
委
の
使
命
は
同
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
、
Ｈ
Ｐ
）

で
「
独
立
し
た
専
門
的
見
地

か
ら
、
同
法
の
目
的
規
定
に

あ
る
と
お
り
、
個
人
情
報
の

適
正
か
つ
効
果
的
な
活
用
が

新
た
な
産
業
の
創
出
並
び
に

活
力
あ
る
経
済
社
会
及
び
豊

か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
他
の
個
人
情
報
の
有
用
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
の
権

利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、

個
人
情
報
（
特
定
個
人
情
報

を
含
む
）
の
適
正
な
取
扱
い

の
確
保
を
図
る
こ
と
で
す
。 

こ
れ
を
踏
ま
え
、
個
人
の
人

格
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る

個
人
情
報
が
適
正
に
取
り
扱

わ
れ
、
国
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
私
た

ち
は
、
こ
こ
に
組
織
理
念
を

掲
げ
ま
す
」
で
あ
る
と
詠
わ

れ
て
い
る
。

https://www.ppc.go.jp/fil
es/pdf/personal_280229s
ympo_pamph.pdf

つ
ま
り
、
個
情
法
と
は
個

人
の
権
利
・
利
益
の
保
護
と

個
人
情
報
の
有
用
性
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
の
法
律

べ
き
で
あ
る
。

【
説
明
】
個
人
デ
ー
タ
は
デ

ー
タ
主
体
（
個
人
情
報
の
持

ち
主
）
か
ら
の
預
か
り
物
な

の
で
保
護
措
置
を
取
る
必
要

が
あ
る
。

【
個
情
法
】
第
20
条
（
安
全

管
理
措
置
）、第
21
条
（
従
業

者
の
監
督
）、第
22
条
（
委
託

先
の
監
督
）
に
対
応
。

６
．
公
開
の
原
則　
（Open

ness Principle

）

・
個
人
デ
ー
タ
収
集
の
実
施

方
針
等
を
公
開
し
、
デ
ー
タ

の
存
在
、
利
用
目
的
、
管
理

者
等
を
明
示
す
る
べ
き
で
あ

る
。

【
説
明
】
個
人
デ
ー
タ
の
取

扱
い
に
つ
い
て
情
報
公
開
す

る
必
要
が
あ
る
。

【
個
人
情
報
保
護
法
】
第
27

条
（
保
有
個
人
デ
ー
タ
に
関

す
る
事
項
の
公
表
等
）
に
対

応
。

７
．個
人
参
加
の
原
則　
（In

dividual Participation Pri
nciple

）

・
個
人
（
デ
ー
タ
主
体
）
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
所
在
及
び

内
容
を
確
認
さ
せ
、
ま
た
は

異
議
申
立
を
保
証
す
る
べ
き

で
あ
る
。

【
説
明
】
収
集
し
た
個
人
情

報
は
個
人
デ
ー
タ
を
提
供
し

た
本
人
に
開
示
、
訂
正
、
削

除
す
る
権
利
を
保
証
す
る
必

要
が
あ
る
。

【
個
情
法
】
第
28
条
（
開

示
）、
第
29
条
（
訂
正
等
）、

第
30
条
（
利
用
停
止
等
）、第

31
条
（
理
由
の
説
明
）、第
32

条
（
開
示
等
の
請
求
等
に
応

じ
る
手
続
き
）、第
33
条
（
手

数
料
） 

に
対
応
。

８
．
責
任
の
原
則　
（Acco

untability Principle

）

・
個
人
デ
ー
タ
の
管
理
者
は

諸
原
則
実
施
の
責
任
を
有
す

る
。

【
説
明
】
収
集
し
た
個
人
情

報
は
あ
く
ま
で
預
か
り
物
で

あ
り
、
預
か
っ
た
側
に
原
則

を
踏
ま
え
た
責
任
が
発
生
す

る
。

【
個
情
法
】
第
35
条
（
苦
情

処
理
）
に
対
応
。

※
ち
な
み
に
、
あ
る
行
政
書

士
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
８
原
則
の
暗

記
方
法
は
、
上
記
の
下
線
を

つ
な
げ
て
「
し
ゅ
う
で
も
く

り
あ
ん
こ
う
、
こ
じ
ん
の
せ

は
、
利
用
目
的
に
沿
っ
た
も

の
で
、
か
つ
、
正
確
・
完
全
・

最
新
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

【
説
明
】
収
集
し
た
個
人
情

報
は
常
に
正
確
で
最
新
の
状

態
を
保
つ
必
要
が
あ
る
。

【
個
情
法
】
第
16
条
（
利
用

目
的
に
よ
る
制
限
）、第
19
条

（
デ
ー
タ
内
容
の
正
確
性
の

確
保
）
に
対
応
。

 

３
．目
的
明
確
化
の
原
則　

（Purpose Specification 
Principle

）

・
個
人
デ
ー
タ
の
収
集
目
的

を
明
確
に
し
、
デ
ー
タ
利
用

は
収
集
目
的
に
合
致
す
る
べ

き
で
あ
る
。

【
説
明
】
個
人
デ
ー
タ
の
収

集
目
的
と
利
用
目
的
に
ブ
レ

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
。

【
個
情
法
】
第
15
条
（
利
用

目
的
の
特
定
）
に
対
応
。

４
．
利
用
制
限
の
原
則　

（Use Limitation Princip
le

）
・
デ
ー
タ
主
体
（
個
人
情
報

の
持
ち
主
）
の
同
意
が
あ
る

場
合
や
法
律
の
規
定
に
よ
る

場
合
を
除
い
て
は
、
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
目
的
以
外
に
利

用
し
て
は
な
ら
な
い
。

【
説
明
】
収
集
し
た
個
人
情

報
は
同
意
を
得
た
利
用
目
的

の
範
囲
内
で
し
か
利
用
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
。

【
個
情
法
】
第
16
条
（
利
用

目
的
に
よ
る
制
限
）、第
23
条

（
第
三
者
提
供
の
制
限
）
に

対
応
。

５
．
安
全
保
護
の
原
則　

（Security Safeguards 
Principle

）

・
合
理
的
安
全
保
護
措
置
に

よ
り
、
紛
失
・
破
壊
・
使
用
・

修
正
・
開
示
等
か
ら
保
護
す

て
い
る
。

出
典
：http://privacymark.

co.jp/privacymark_syst
em/Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
８
原
則

１
９
８
０
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
で

採
択
さ
れ
た 

「
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
と
個
人
デ
ー
タ
の
国

際
流
通
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」 

、
い
わ
ゆ
る
「
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
含
ま
れ
る
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る

基
本
原
則
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
８

原
則
で
あ
る
。
こ
の
８
つ
の

原
則
が
、
そ
の
後
世
界
の
個

人
情
報
保
護
の
共
通
し
た
基

本
原
則
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

な
っ
て
い
く
。
日
本
の
「
個

情
法
」
も
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
８
原

則
」
を
全
て
取
り
込
む
形
で

制
定
さ
れ
て
い
る
。「
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
８
原
則
」
を
踏
ま
え
て
お

け
ば
、
個
情
法
の
理
解
の
助

け
に
な
る
。

１
．
収
集
制
限
の
原
則　

（Collection Limitation 
Principle

）

・
個
人
デ
ー
タ
は
、
適
法
・

公
正
な
手
段
に
よ
り
、
か
つ

情
報
主
体
に
通
知
ま
た
は
同

意
を
得
て
収
集
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

【
説
明
】
個
人
情
報
は
本
人

の
同
意
無
し
に
は
収
集
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。

【
個
情
法
】
第
17
条
（
適
正

な
取
得
）、第
18
条
（
取
得
に

際
し
て
の
利
用
目
的
の
通
知

等
）
に
対
応
。

２
．
デ
ー
タ
内
容
の
原
則　

（Data Quality Princip
le

）・
収
集
す
る
個
人
デ
ー
タ

古
来
よ
り
相
撲
大
会
は
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
定
期

開
催
も
あ
れ
ば
、
祝
い
事
が

あ
っ
た
と
き
に
神
事
と
し
て

開
催
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

子
供
た
ち
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲

か
ら
、
隠
岐
相
撲
の
よ
う
に

島
を
挙
げ
て
夜
通
し
取
り
組

み
さ
れ
る
大
会
も
あ
る
。
相

撲
は
人
々
と
共
に
生
き
続
け

て
い
る
競
技
で
あ
る
。

大
相
撲
九
州
場
所
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
テ
レ
ビ
解
説
を
務
め
た

舞
の
海
氏
が
、
小
結
逸
ノ
城

が
ま
げ
を
つ
か
ん
だ
こ
と
に

よ
る
大
関
貴
景
勝
の
反
則
勝

ち
と
な
っ
た
８
日
目
の
一
番

を
振
り
返
っ
た
。
舞
の
海
氏

は
「
伊
勢
ケ
浜
親
方
が
ま
げ

を
つ
か
ん
だ
こ
と
に
よ
っ

て
、
貴
景
勝
の
流
れ
が
止
ま

っ
た
と
見
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
う
な
の
だ
ろ
う
な
」
と
理

解
を
示
す
一
方
、「
も
う
ま
げ

を
つ
か
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

確
認
し
た
時
点
で
勝
負
を
止

め
る
の
か
、
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
、

示
し
合
わ
せ
て
見
解
を
統
一

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
」
と

強
調
。「
私
だ
っ
た
ら
確
認
し

た
時
点
で
、
手
を
挙
げ
て
止

め
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
け
ど
ね
」
と
話
し
た
。

同
じ
日
に
朝
日
新
聞
の
朝

刊
に
「
顔
認
識
、
求
め
ら
れ

る
ル
ー
ル
」
と
い
う
記
事
の

中
で
、
海
外
の
悪
し
き
事
例

（
捜
査
活
用
や
人
種
差
別
）

が
紹
介
さ
れ
、「（
顔
認
証
利

用
を
）
規
制
強
化
す
る
潮
流

か
ら
日
本
は
取
り
残
さ
れ
て

い
る
。
行
政
機
関
も
含
め
、

取
得
や
利
用
を
原
則
禁
止
す

る
法
改
正
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
す
る
内
容
が
掲

載
さ
れ
た
。

そ
れ
に
反
論
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
今
回
の
余
話
で

は
個
人
情
報
保
護
法
（
以

下
、個
情
法
）の
成
り
立
ち
、

理
念
を
振
り
返
り
、
今
日
的

な
法
の
有
り
方
を
紹
介
し
た

い
。
個
情
法
は
人
々
と
共
に

生
き
よ
う
と
す
る
法
律
で
あ

り
、
そ
の
取
組
み
を
再
確
認

し
た
い
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

下
記
の
図
は
２
０
０
５
年

当
時
の
国
内
の
個
人
情
報
保

護
の
体
系
を
概
念
的
に
表
し

万
引
対
策
百
般  

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立だ

ち  

余
話（
15
）

人
々
と
共
に・個
人
情
報
保
護
法
改
正
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
良
き
実
践
例
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す

る
小
売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）

拡大するプライバシー問題へ対応するための体制構築が必要




